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が
故
K
・
袋
容
銑
則
附
作
共
に
決
古
物
と
呼
べ
る
な
る
べ
し
。

o=一輪
氏
邸
跡

延
賞
金
津
聞
に
、

輸
治
郎
作
と
紀
峨
し
、
決
古
川
を
門
前
と
た
し

居
住
を
椛
へ

、
変
K
居
住
し
て
鍛
へ
た
り
と
い
へ
り
。
ま
た
継
足
紀

K
、
殺
則
は
荒
木
鍛
則
と
格
し
、
品
班
活
の
弟
子
陀
て
、
三
枇
木
揚
判
明

車部宮
川
の
濯
に
居
住
し
け
る
に
依
り
て
‘
今
世
人
茨
官
の
殺
則
と
呼

べ
り
。
粂
則
が
ザ
回
字
は
荒
木
に
て
‘
決
富
は
俗
総
左
り
と
い
へ
り
。

き
れ
ば
そ
の
か
み
、
索
、
容
・錠
則
兄
弟
雨
家
北
ハ
に
同
地
花
居
住
せ
し

門
倹
光
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
天
明
の
頃
ま
で
も
.
尖
の
子
係
存
在
せ
し

事
知
ら
れ
け
り
。
或
は
一
冨
ふ
。
天
明
・立
政
の
頃
、
松
平
七
郎
泰
平
と

い
へ
る
鍛
冶
あ
り
。
此
の
恭
平
も
出
品
官
銃
都
が
古
肢
を
ば
誕
ひ
、
波

宮
川
の
清
潔
左
る
河
水
を
以
て
刀
剣
を
鍛
へ
ん
と
て
、
三
枇
古
川
山
花

町

御

移

行

所

按
・
干
る
民
、
右
上
作
の
中
医
師
帖
せ
た
る
粂
則
は
、
四
代
作
丞
金
則
た

る
べ
し
。
此
の
後
享
保
五
年
六
月
の
取
捌
岱
に
は
、
共
の
名
見
h
・ヂ
。

叉
天
明
三
年
の
飛
鳥
川
紀
氏
、
御
刀
鍛
冶
二
人
扶
持
決
宮
五
郎
右
街

金
部
古
政
志
巻

廿
五

点
卒
元
年
八
月
十
二
日

竹

屋

勘

兵

術

判

木
屋
勘
右
街
門
判

門
徒
左
り
と
ぞ
。

O
崎
人間
叩
七
侮
話

加
賀
古
跡
考
に
云
ふ
。
む
か
し
大
野
村
民
何
某
と
か
や
い
ふ
決
家
あ

忙
宥
あ
り
し
頃
勤
め
居
て
波
す
。
故
陀
寺
中
に
製
葬
せ
し
遺
品
叫
な
り

と
も
い
へ
り
。
但
し
彼
の
親
元
な
る
桜
屋
は
、
今
に
至
り
酋
稿
寺
の

寺
川
酬
を
三
輪
氏
奔
附
加
し
て
居
邸
と
な
し
aa

時、

間開
七
が
墳
墓
は
そ
の

他
K
た
し
泣
き
、
附
人
の
治
政
危
り
と
て
‘
燈
範
を
も
手
向
け
ら
れ

し
と
い
へ
り
。

一
一政
K
は
.
摘
七
は
西
稲
寺
の
下
侠
に
て
、
此
の
地

陀
て
、
共
の
親
元
は
獄
屋
粥
三
兵
衛
と
て
、
金
制
陣
到
形
の
商
問
寺
と

一E
ふ
民
{赤
道
場
の
門
徒
也
。
そ
の
か
み
凶
悶
寺
此
の
地
に
あ
り
。
放

に
弧
七
を
ぽ
袋
陀
埋
葬
す
。
Mm
る
陀
西
編
苛
升
形
へ
跡
地
し
、
共
の

三
倫
氏
の
邸
地
内
に
あ
り
。
放
に
三
輪
氏
居
住
中
は
、
毎
談
役
中
に

政
燈
絡
を
供
ム
る
を
窃
例
と
せ
り
と
い
へ
り
。
郷
七
は
大
野
村
の
産

た
り
。
元
勝
六
年
の
士
艇
に
、

輸
治
郎
作
三
枇
古
道
馬
淵
加
右
術

門
近
所
。
と
あ
り
。
享
保
九
年
の
士
幌
医
、
馬
廻
組
千
石
三
輪
益
五

左
街
門
古
道
。
と
餓
せ
た
り
。
そ
の
子
四
郎
隠
代
妥
陀
居
位
せ
し
か
ど
、

明
治
陵
詳
の
際
、
家
屋
を
段
ち
地
所
を
安
却
し
て
退
去
せ
り
。

O
時
人
摘
七
墳

，、




